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未来へ繋ぐ新宿の緑

神宮外苑の価値と環境アセスメント・データの信頼性

２０２３年 ６月 ２４日
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１．神宮外苑の価値



Edo 
Castle

東京は庭園都市 Garden City Tokyo 1843年
注）天保御江戸大地図（1843年）に、明治維新後、公園に転換されたエリアを記載
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江戸・東京を繫ぐ水の道： 玉川上水
四谷大木戸～玉川上水余水吐け

内藤新宿～神宮外苑～紀
州藩 池泉回遊式庭園



当該地区は、庭園文化が現代都市の基層として継承
されている世界遺産に準じる重要な地域

天保14年（1843年）大江戸大絵図 1843年
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庭園都市 江戸・東京400年 世界遺産に準じる文化的資産
神宮内苑・外苑・新宿御苑・赤坂御所・青山霊園 2023年

神宮外苑の価値

国民の献金・
献木・勤労奉仕
で創られた
世界でも類例の
ない大規模公園



図２ 明治神宮内外苑連絡図
（出典）明治神宮奉賛会（昭和12年8月）『明治神宮外苑志』

内苑（国費）

連絡道路

外苑（国民の献金・献木・勤労奉仕）



1900年以降 ニューヨーク セントラ
ルパークに
提案されてきた様ざまの開発

集合住宅建設、スタジアム、大仏像、
遊園地。博覧会ビル、大学

市民が戦い、実現させなかった
165年の歴史

民主主義の庭
ニューヨーク・セントラルパーク

整備費
受益者負担金 32％

（公園のまわりに受益地を設定）
市税 68％



外苑に隣接するエリアの文化的遺産：江戸・東京400年の庭園都市

新宿御苑 神宮内苑（永遠の森） 赤坂御所（池泉回遊式庭園）



紀州藩池泉回遊式庭園 赤坂御所
明治１７年 フランス淡彩式図法

現在の
外苑

現在の
赤坂御所

近衛師団の
絵葉書



開発計画 2023年2月 施行認可

この計画図の高さは、実際
より、低く書かれています。
参考（ 公園まちづくり制度
のパース、東京都2015年）

190m
伊藤忠本社

８５ｍ
複合棟

秩父宮移転 ４６ｍ
屋内競技場となる。

森の伐採
収容人数1万人減少

１８５ｍ
三井不動産

いちょう並木直近に
外野スタンド建設 地下杭40m

野球場、ラグ
ビー場、国立競
技場をつなぐ
歩道橋が、

幅員わずか８ｍ。

都市計画審議会
地区計画策定時
に全く検証され
ていない。

芝生広場面積３分の１になる

６０ｍ

大量の移植
樹で、広場面
積は、約半分
になる。

生態系を考慮
しない無秩序

な森。

じっさいには、
文化交流施
設が建設され
る地区が緑地
としてカウント
されている



２. 環境アセスメント・データの信頼性



環境アセスメント・データの信頼性

３．科学的方法論を理解しておらず、データとしては、
使用できないもの。

２．審議会からの再三の要請に応じず、データを作成、
もしくは公表していないもの。

４．全く調査が行われていないもの

１．評価枠組みの欠落による、持続可能性への負の影響を
論理的に評価できない構造。

５．データの欠落及び非科学的データにより、影響の評価に基
づく予測が困難となり、将来像が不適切となっているもの。



環境アセスメント・データの信頼性（１）

１．評価枠組みの欠落による、持続可能性への負の影響を
論理的に評価できない構造。

１－１ 世界遺産に準ずる神宮外苑の価値および文化的資産
としての緑地のネットワークに対する検証が

行われていない。

１－２ 同時期に創り出された「内苑」の森に関する
検証が行われていない。



鎮座百年記念

第二次明治神宮境内総合調査
報告書

平成25年6月



毎木調査（昭和45~47年） 平成23~24年



明治神宮内苑
現存植生図



環境アセスメント・データの信頼性（２）

１．審議会からの再三の要請に応じず、データを作成、
もしくは公表していないもの。

１－１ イチョウの調査は、４年前のもの。すべてのイチョウが活力度Aと報告
2018年12月から2019年春季まで

１－２ 根系調査は非公開

１－３ イチョウの生育環境の激変に対する、事例研究、調査は行われていない。

１－４ 建築の基礎の改善とイチョウの生育、因果関係不明
野球場基礎の杭、深度４０ｍ。樹幹からわずか６ｍの位置。
事業者が提出したものは、パンフレットのコピーのみ。

１－５ 新宿御苑調査（日本イコモス国内委員会）の完璧な無視。



兄弟姉妹木 いちょう
146本



環境影響評価書におけるイチョウのデータ

調査年月日 2018年12月25日～2019年1月26日 冬季

活力度 A

土壌調査は、空白
生育状況に

問題のある場所は、
土壌を調べるべき

活力度

樹形
樹幹
枝伸長
枝葉の密度



100年、1本も枯れなかったイチョウに異変



いちょう並木 146本の毎木調査の実施



神宮外苑いちょう並木（毎木調査結果）



A+ A A－ B C D 計

A列 １２ ７ ５ ０ ５ １ ３０

B列 1２ ７ ９ ２ ０ ０ ３０

C列 ８ １３ １１ ２ ０ ０ ３４

D列 １１ ２２ １ ０ ０ ０ ３４

E列 ８ ７ ２ １ ０ ０ １８

合計 ５１ ５６ ２８ ５ ５ １ １４６

列
評価

0

20

40

60

Ａ+ A A- B C D

計



並木 A 列
青山口から絵画館方
向 左手より1列目

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-11
毎木調査番号 ２９

２３．０ ２８３ １０．０ d
梢・樹幹枯損

先端部が枯損してしまったイチョウ。今後、慎重な維持管理対策が必要

撮影 2022年 11月11日



• 2022年10月28日に公表された事業者の毎木調査で

は、活力度は「A」ランクとなっている。調査日は

2018年12月～2019年１月であり、更新されていな

い。この4年間で大きな変化が生じている。

• Shake Shack の野外空間として、ベンチ・テーブ

ルが置かれており、根元がインターロッキング舗

装となっている。植えますは、約1.6m。

• 先端部分は枯損しており、梢の先端から下方に

向かい、枝が全くない。一つの樹木でありながら、

バラツキがある。

• 根元の舗装、及び斜面となっており、植えますに

雨水が流入していない。

土壌の表面に直打ち舗装となっている。

• 水が入るところすくないため、土壌に空洞がなく

なっており、根は酸欠状況になっている。

並木 A 列目
青山口から絵画館方
向 左手より1列目

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-11
毎木調査番号 ２９

２３．０ ２８３ １０．０ d
梢・樹幹枯損



並木 A 列
青山口から絵画館方
向 左手より1列目

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-11
毎木調査番号 ２９

２３．０ ２８３ １０．０ d
梢・樹幹枯損

・若い枝を助け、生き続けられるようにしてい

く。神宮外苑いちょう並木の

特色である円錐形の樹形は、保てない。

大枝の5段目くらいから枯れている。

・端枝が多くなっているが、一般に成長が落ちてくると

端枝が多くなる。樹木の生長に見合った水分が供給さ

れていない証左である。

・今後、隣接地に神宮球場が建設されれば、現在、確保さ

れている日照は遮断され、通風、地下水の遮断など、環

境ストレスは、益々、増大する。イチョウの生理バラン

スに配慮した保全施策の検討が必要である。

・現在、提案されている根茎調査だけでは不十分であり、

根系・樹幹・枝葉・梢の先端の総体としての、保全施策

の検討が必要である。



秩父宮ラ
グビー場
いちょう
並木

移植 検討

もしくは伐採



並木 E 列
（秩父宮ラグビー場へ
のアプローチ）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

E-２
事業者調査番号 B-12

２０．０ ２３２ １０．０ a+
健全

• 外苑青山駐車場の入り口に位置
する。

• 樹形：良好、 樹勢：良好

• 陽当たりがよいため、光合成が
活発に 行われている。しかし、
水分の供給量が、少ないため、
黄葉が早くなっている。

• 水分が十分が供給されていれば、
黄葉は遅くなるはず。

• 移植にあたっては、大枝を伐採
する必要があり、樹形は大きく
変化する。

• 今後、日照など、移植による変
化により、現在の樹勢を確保で
きるかどうかは、課題である。



事業者計画と
いちょう並木

予測される利用

（園路の新設、野球場、商業
施設等）に関する影響の評価、
予測が、全く行われていない。



いちょう並木の直近
に建設される外野ス
タンド

地下杭は約40m



掘削
２ｍ

植栽
帯
４ｍ

道路境界から
野球場側の幹
の根元まで

２ｍ

神宮球場・商業施
設建設用地から、
いちょうの幹の根元
までの、根が生育
することの出来る距
離は、わずかに4m

にすぎない。



基礎をわずかに（図面からでは２～３ｍ変更することと、いちょう
の保全の因果関係は、全く検証されていない。データなし。



それでは、
地下構造物の構築による樹林への長期的影響
は、どのような事例があるのでしょうか？

御苑トンネル工事中の写真
（1988年頃）

新宿御苑トンネル：昭和59年～令和4年までの40年間の軌跡





森の乾燥化の進展



H-３ゾーン
シラカシ、エノキ等の常落混交
林だったが、御苑トンネル建設
後、約７０％が枯死。
トンネル近く（５～10m）
には、桜、メタセコイアがあっ
たが、事前に御苑内の他の場所
に移植され、枯死をまぬがれた。
ユリノキの巨樹（樹高22ｍ）

は、令和2年までは、なんとか
残存していたが、同年秋伐採さ
れ、切り株となっている。

シラカシ（3-400）枯死、切り株
2022年8月12日撮影

シラカシ
枯死、切り株残存

2022年8月12日撮影

ユリノキ（3-323)
枯死、切り株から萌芽

2022年8月12日撮影

御苑トンネ
ル方向（約7
メートル先
がトンネル
の壁

トンネルから約10～１３m



トンネル壁面から8m以内：ほぼ全滅
トンネル壁面から15m以内：残存率３３％



環境アセスメント・データの信頼性(3)

３．科学的方法論を理解しておらず、データとしては、
使用できないもの。

３－１ 群落区分の誤り

３－２ 調査区（コドラート）のとり方の誤り

３－３ 調査表の誤り

３－４ 断面図の誤り

３－５ Braun-Branquet方法論の不適切な適用

３－６ 現存植生図が作成されていない。



江戸
生態系調査：「植物社会学」の基礎知識の欠落

①群落区分の誤り
②調査区（コドラートIの誤り
③調査表の誤り
④断面図の誤り
⑤Braun-Branquet方法論の不適切
な適用

・評価書の根幹をなす「現況調査」
が非科学的

・このため、評価書における「予測」
「評価」が砂上の楼閣





事例 群落区分（建国記念文庫の森）

事業者

植栽樹林 落葉広葉

区分：１群落のみ

日本イコモス国内委員会

現存植生図

区分： １３群落（周辺を含む）

周辺地域を調査することは、植生調査の基本

生物多様性の
視点の完全な

欠落



群落区分の誤り 建国記念文庫の森
常緑・落葉混交林（スダジイ、シラカシ、ケヤキ等）



植生調査表と断面図の不一致

（上野寛永寺境内、芝増上寺境内等）



「方形区」（調査区）のとり方の決定的誤り 10m☓60m

内苑調査 25m☓25m 平均方法：群落の高木層の高さを
1辺とする

通常 ２５ｍX25m（ 平均）
武蔵野台地には、樹高６０mの
高木は、存在しない。

完全に間違っており、
データとして使うこ
とはできない。



環境アセスメント・データの信頼性（４）

４．全く調査が行われていないもの 土壌調査

内苑創建時 土壌鋤取り作業 外苑創建時 土壌深度調査



林床の調査が全く行われていない。
「生物多様性の宝庫」



失敗例： 国立競技場



環境アセスメント・データの信頼性(５)

５．データの欠落、および、科学的方法論に基づかないデータ
であるため、論理的評価、予測が行われておらず、
環境の持続的維持に向けた計画が、再現可能なシステムで
提示されていない。

典型的事例

樹林地の再生計画



代々木練兵場

（現在の明治
神宮内苑）

１００年後 １９２０～２０２３

代々木練兵場 青山練兵場

永遠の杜へ 揺れる・人びとの憩いの場



・様ざまのエリアからの寄せ集めの無秩序林

・中央広場のエリアの約半分は、移植樹。
詰込み植栽。
ゆとりなし。
・生態系の復元は、行われていない。
樹種、密度、群落構成

・開放的、避難拠点となる広場とは異なる

樹林地再生計画



図２ 明治神宮内外苑連絡図
（出典）明治神宮奉賛会（昭和12年8月）『明治神宮外苑志』

連絡道路

parkway



図２ 明治神宮内外苑連絡図
（出典）明治神宮奉賛会（昭和12年8月）『明治神宮外苑志』

連絡道路

parkway



図２ 明治神宮内外苑連絡図
（出典）明治神宮奉賛会（昭和12年8月）『明治神宮外苑志』



風致地区A地域：歴史的樹木が伐採されます



【出典】
国土地理院(2022)：年代別
の写真, 
https://maps.gsi.go.jp/#17/3
5.676076/139.721503/&base
=std&base_grayscale=1&ls=st
d%7Cort_USA10&blend=0&d
isp=11&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0
r0s0m0f0&d=m, 2022.2.14閲
覧
・撮影…1945～1950年

昭和期 航空写真

戦禍をくぐり抜けて
生き残ってきた
歴史的樹木が

集中的に伐採される。

樹齢100年以上の歴史的樹木の
リストおよび伐採・移植の状況は

作成されていない。

事業者回答
データがないので、

わからない



大いちょう（伐採される計画）



消滅する建国記念文庫の森
ナンジャモンジャ（ヒトツバタゴ満開）



緑のネットワーク、量、質

・ネットワークの破壊、
・緑の量、質の劣化

・誤った情報の流布に対する社会的責任

・一斉話し合い応じない、非民主的対応

・風致地区条例の違反 ・百年の計の不在



図２ 明治神宮内外苑連絡図
（出典）明治神宮奉賛会（昭和12年8月）『明治神宮外苑志』



結び：環境アセスメント・データの信頼性

３．データとしては、使用できないもの（科学的方法論が適用
されていないため）

群落区分、群落の内容、現存植生図

２．データの作成なし。公表なし。
典型的事例 いちょう並木

４．全く調査が行われていないもの
生物多様性の要： 土壌調査、林床調査

１．評価枠組みの欠落
世界遺産に準じる文化的遺産の検証なし、内苑の検証なし

５．データの欠落及び非科学的データにより、影響の評価に基
づく予測が困難となり、将来像が不適切。
樹林地再生計画、ネットワークの破壊




